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関西菌類談話会1990年度総会（第282回例会）報告

日　時1991年2月2日（土）14：10－17：20

場　所　高槻市民会館（高槻市野見町）

司　会　藤田博美氏

出席者数　62

1開会宣言（藤田博美氏）

2　挨拶　土倉亮一会長

3　議長選出　書見昭一氏を選出

4　書記選出　北岸阿佐子氏を選出

5　読　事

《1990年度活動報告》

1）事務局からの報告（事務局担当　上田俊穂）

71989年度総会において，会則第2粂（事務局所在

地）を実態に合わせて改定し現行のとおりとした．

【現行】618大阪府三島郡島本町桜井台15－1

大阪府立島本高等学校内

電話　（呼）075－962－3265

イ1990年4月21日の役員会において，

1990年度役員の変更を審議し，会長が委嘱した．

会長：土倉亮一．副会長：空席．総務幹事：上田

俊穂．会計幹事：岩瀬剛二・寺下隆夫，庶務幹事‥

下野義人．運営幹事：横山和正・岩瀬剛二・森本

繁雄・山中勝次・井坪豊明・九本龍二・森本　肇

・橋星　誠・佐々木久雄・衣田雅人・藤田博美・

鈴木雄一・北岸阿佐子．編集委員長：森本繁路

会計監査：愛甲軍雄・志水杏子．（敬称略・順不

同）

り　役員会を4回行い，会の諸事業について検討した・

1990年4月21日，同年7月7日，同年11月10日，

1991年1月19日．

ェ　会員への発送（5回）

1．総会・講演会の案内，2．年間計画書・分頬

学辞座案内，3．シソポジウム案内，大山採集会

案内，4．関西菌類談話会会報N0．7，5．関西

菌類談話会会報No．8，会費請求書．

オ1990年度の会員数についての報告

（1990年12月31日現在）

1989年12月31日現在の会員数　　　　476

1990年中の新入会員数　　　　　　　　55

1990年中の退会会員数　　　　　　　　11

会費滞納で退会とみなされた会員数　15

会員数＝476＋55－11－15＝505

・住所が不明の会員が7名おられる。会報か何か

で消息を尋ねたい．

カ　「関西菌類談話会報告1987～1989」を「日本菌

学会ニュース」に投稿した．

2）1990年度行事報告（下野庶務幹事）

273回分類学講座（15回）「腹菌塀の分類について…そ

の概論」森本繁雄氏，場所：琵賀大学．35名
’参加．

274回　シンポジウム　「マックケは栽培できるか」．マ

ックケ研究小史：小原弘之氏，マックケ栽培の今

後と展望：原　弘氏，In vitroにおけるマツタケ

の菌糸成長：森永力氏，林業技術としてのマック

ケ栽培：伊藤　武氏，

場所：京都教育文化セソクー．70名参加．

275回三井寺　大型菌が少なかった．カゴタケが採れた．

79種採集，35名参加．

276回橿原神官　それまでの少雨のせいであまり採れな

かった．39種採集，43名参加．

277回大山　本会会報N0．8に報告されたとおりであ

る．130種採集，61名参加．

278回箕面公園　乾燥していたために軟質菌はほとんど

採集できなかった．22億採集，48名参加．

279回京大農学部上賀茂試験地　かなり採集できた．

100種採集，56名参加．

280回岩倉　参加者が多かったが，採集会に関しての基

本的な問題が指摘された．50種採集，57名参加．

281回スライド大会　参加者65名．場所：左京区田中神

社．

3）会報編集委員会報告（森本繁雄編集委員長）

会報N0．7とN0．8を編集・発行した．

No．7　5月15日発行，B58ページ，550部．

No，811月15日発行，〝　　〝　　600部．

会報N0．8と同時に全会員に配布されたアンケート

の集計結果が別紙で発表された．（回答数は61）．［単

位無しは人数を表す］

・どんな内容を希望するか（複数回答）

採集品リスト　46，研究報告　45，出版情報　36，

質問箱　35，　採集会感想　30，会員の声　28，

他会の情報　22，　総会記録　9，会員消息，会

則　3，役員会　報告　3，その他　8．

・どの分野に興味があるか（複数回答）

きのこ　59，変形菌　9，かび　7，酵母

5，バクテリア　4，ウイルス　2．
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・どの方面に興味があるか（複数回答）

分類　37，生態　34，分布　29，毒性　28，写真

27，形態　25，料理　21，栽培18，進化・生理

・菌根・民族学　各13，遭伝・生化学　各8，絵

画・切手　各7，植物病理　5，その他　4．

・増ページについてどう思うか．

現在のままでよい　53．4％，16ページがよい

24．1％，12ページがよい　22．4％．

・発行回数についてどう思うか，

年2回がよい　48．3％，年4回がよい　29．3％，

年3回がよい　22．4％．

・表紙について．

良い　89．7％，別の企画を望む　8．6％，必要な

い1．7％．

以上

4）会計報告（寺下会計幹事）

・関西菌類談話会1990年度決算報告

［収入の部］

1991年2月2日

（単位：円）

予算額　　　　　決算額

繰越金　　　　　844，256　　　　844，256

会費　　　　　　400，00－0　　　　548，000

会場費　　　　　　40，000　　　　　51，660

雑収入　　　　　　60，000　　　　　57，892

計　　　　　1，344，256　　　1，501，808

［支出の部］

予算額

通信費　　　　　250，000

事務費　　　　　　50，000

会場費　　　　　　70，000

会議費　　　　　　60，000

印刷コピー代　　　50，000

謝礼　　　　　　　60，000

会報印刷費　　　124，000

会報刊行諸経費　20，叩0

振替手数料　　　　2，000

雑支出　　　　　　60，000

予備費　　　　　　40，000

事業準備金　　　100，000

計　　　　　　　886，000

決算額

308，777

58，798

26，640

17，335

10，479

10，730

114，845

33，997

620

6，033

0

100，000

688，254

［繰越］

・次年度繰越金　　813，554

・別途に400，000円の定期預金あり

・雑収入の中には上田氏が書かれた農村文化社からの

原稿料などを含む．

・通信費はかなりオーバーしている．会報などの送料

が大きい．

・会報印刷費は2回分である．

・関西菌類談話会1990年度特別会計決算報告

1991年　2月2日

故　浜田　稔博士記念出版事業寄付金

（同志社女子大学　小原会計担当）

［収入］（前年度繰越金）　　　100，000

［支出］　　　　　　　　　　　　　　　0

［差引残高］　　　　　　　　　100，000

次年度（1991年度）繰越金　　　100，000

小　原　弘　之◎

会計幹事　寺　下　隆　夫⑳

5）会計監査報告（愛甲軍雄会計監査委員）

関西菌類談話会1990年度会計監査報告

会計幹事より捷出された現金出納帳簿，会費納入原軌

諸経費支出にともなう領収書等の会計書類に基づき監査

を行った結果，1990年度会計報告が正しいことを認めま

す．

会計監査　愛　甲　軍　雄⑳

会計監査　志　水　香　子⑳

○以上，1）～5）まで全て了承された．

《審議事項≫

1）1991年度会長選出（土倉亮一会長）

・土倉会長より，同志社女子大学の小原弘之氏を役員

会で推薦し，引き受けて頂く旨の提案と経過説明が

あった．

0参加者の賛成多数で新会長を小原弘之氏に引き受け

て頂くことに決定した．

（小原弘之新会長挨拶）

2）役員の委嘱（小原弘之会長）

01991～1992年度役員案が提案され承認された．

会長：小原弘之，副会長：空席，総務幹事：上田

俊穂，会計幹事：岩瀬剛二・北岸阿佐子

庶務幹事：下野義人・藤田博美，運営幹事：衣田

雅人・熊田俊夫・佐々木久雄・鈴木雄一・橋鼻

歌・松井英幸・九本龍二・森本繁雄・森本　肇・

横山和正・書見昭一，会計監査：愛甲軍雄・志水

香子．（敬称略・順不同）

○顧問も下記の通り東認された．

顧問：本郷次雄，土倉亮一（敬称略）

（土倉前会長挨拶）

以上　　会計幹事　寺下　隆夫　　　3）1991年度の行事計画（下野義人庶務幹事）
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・今年度から「採集会」を「観察・採集会」と改称し

た．

・売店とトイレがない時は，その旨案内を入れた．

（⊃行事計画案が提案され承認された．

1991年度関西菌類談話会行事案（主旨）

283回　5月19日（日）　分類学講座

「ホウキタケ属の分類について」演者：横山和正

氏　場所：滋賀大学

284回　6月22日（土）　シンポジウム「栽培きのこの現

状と将来展望」演者：未定　場所：未定（後日別

途連絡）

・会報の増ページにともなう印刷費，通信費を増額し

た．

・関西菌類談話会1991年度予算案

1991年2月2日

［収入の部］　　　　　　　　（単位：円）

繰越金　　　　　　　　　　　　813，554

会費（450人）　　　　　　　　450，000

会場費　　　　　　　　　　　　40，000

雑収入　　　　　　　　　　　　60，000

計　　　　　　　　　　　　1，363，554

285回　7月7日（日）　三井寺裏山観察・採集会　　　　　　　　［支出の部］

286回　7月28日（日）　京大付属上賀茂試験地採集・観

察会

287回　8月2日（金）～5日（月）

大山採集・観察会　（後日別途連絡）

288回　9月8日（日）　箕面公園採集・観察会

289回10月13日（日）　比良山麓観察・採集会

290回11月10日（日）　大文字山観察・採集会

291回12月15日（日）　スライド大会．場所：京都市左

京区　田中神社

292回1992年2月1日（土）　総会

および講演会．場所：未定（後日別途連絡）

4）1991年度編集委員全事業計画（森本繁雄編集委員

長）

・8ページから12ページに増やす．

・きのこ（菌類）質問箱を設ける．

・情報コーナーを設ける．

・総会の記事を簡略にする．

・表紙は従来通りとするが，目次を表紙下部に入れる．

・採集記録を積極的に掲載する．

・会報N0．9は5月15日発行予定，B5判，12ページ，

600部印刷予定．

・会報No．10は11月15日発行予定，B5判，12ページ，

600部印刷予定．

0以上の提案理由が述べられ，原案通り承認された．

5）1991年度会計予算案（寺下会計幹事）

・会費収入を450人（9割）と見積った．

・雑支出と分けて調査費（採集地の下調べなどのため）

を加えた，

御注意

通信費

事務費

会場費

会議費

350，000

50，000

70，000

60，000

印刷コピー代　　　　　　　　　50，000

謝礼　　　　　　　　　　　　　　60，000

会報印刷費　　　　　　　　　195，000

会報刊行諸経費　　　　　　　　30，000

振替手数料

調査費

雑支出

予備費

事業準備金

計

2，000

50，000

10，000

40，000

100，000

1，067，000

［繰越］

次年度繰越金　　　　　　　　　296，554

（別途に50万円の定期預金）

○以上の提案通り可決された．

6）会則の一部改定について（上田総務幹事）

・現行の会則第2条は，総務幹事の所属や担当者が変

わるたびに会則の改定が必要であり，煩しいので現

行の第2条を次のように改定したい．

「第2条　本会の事務局は，総務幹事の所在すると

ころに置く」

（⊃以上の提案通り可決された．

6　閉会挨拶（小原弘之会長）

以上

第286回例会の場所は世話人のやむを得ない理由により，橿原神官に変更しました・

（全会員に通知済）

－　4　－



1990年度

第273回例会　分類学講座

1990年5月13日（日）　35名参加

世話人代表：藤田博美

場所：滋賀大学　視聴覚教室

演題：旗菌類の分類について・‥その概論

演者：森本繁雄

第274回例会　シソポジウム

1990年6月16日（土）　70名参加

世話人代表：藤田博美

場所：京都市左京区　京都教育文化セソクー

全体テーマ

マックケは栽培できるか

1．マックケ研究小史

（同志社女子大学）小原弘之氏

2．マックケ栽培の今後と展望

（王子製紙株式会社林材本部

林木育種研究所亀山研究所）原　　弘氏

3．Invitroにおけるマックケの菌糸生長

（広島大学工学部）森永　力氏

4．林業技術としてのマックケ栽培

（京都府林業試験場）伊藤　武氏

第275回例会　三井寺裏山採集会

1990年7月8日（日）くもり　35名参加

世話人代表：横山和正

場所：大津市　三井寺裏山（シイ・カシ林）

大津市役所に集まった参加者35人は，梅雨空の

もと，工事中の旧大辞文化館の横から，東海自然

歩道に入り，円満院までの山ぞいの道を採集した。

自然歩道に入ってすく－左手のシイ・カシ林では，

急な斜面ではあったが，しばらく採集した。そこ

ではカレバキツネタケ，カレユダタケ，ムラサキ

ホウキタケモドキ，キイロア七夕ケなど小型なが

らかなりの数のきのこが採集できた。しかし，大

型のきのこは少なかった。円満院に向う途中カゴ

クケが見つかり，カメラに収めた。円満院の庭で

昼食ののち，同定会。2時半すぎに解散した。

（横山和正）

活動の記録

採集品リスト

1エαccαγおが玩αCg0αガgJ払方gα

2エ喀血わざ07成血

3（〕川がJ〔血J‘ヱ¢た／り前川J

4ヱわゐβ乃ゐ〟β加だα矧官的ク判官ゐ

5（〕J′血仙川∫／lZ肋♪〟血J∫

6　0〟（お粥の彷fggb7℃とガCαぬ

7肋クⅦ古刀7ゐ給∽α方如乞加古

8物Cβ77αゐαg∽α坤0血

9盈和〃砂ゐα肋∽∽刀砂α乃β〃α

10qやわかⅦ∽α頑プⅦお

カレバキツネタケ

コムラサキシ′メジ

ヒダサカズキクケ

ヒメムキクケ

ビロードツユタケ

ツユタケ

オオホウライタケ

チシオタケ

ヒメカバイロタケ

ダイダイガサ

11Aププ7α乃グおノbrg卯ぶα　　ヒメコナカプリツルタケ

12A刀7α乃言わか喝勿αねvaLが吻乃αお　　ツルタケ

13Aプ〝α77才わわプ癖わイαおクマゴテングタケモドキ

1Aプ乃α乃ねかβ〟成ゆ∂坤如γαコテソグタケモドキ

15A刀α乃お頭ゐぶαCgα　　　　ヘビキノコモドキ

16Amα乃言わ鴎　　　　　　　　　テソグタケ属

17jつね‘ねび鴎　　　　　　　　　ウラべニガサ属

18Agロブ′gc〟∫α如てゆだゐ〟加古　　ウスキモリノカサ

19Agαγわ〟∫鴎　　　　　　　　　　ハラタケ属

20エ密あおカばCた密∫　　　クロヒメカラカサタケ

21エ密あおかβ多めがⅦ乃〟わざα

コナカラカサタケモドキ

22エ密わお鴎　　　　　　　キツネノカラカサ属

23乃α物柁gk∽77血ggゐ72α　　　　　イタチタケ

24Abe∽α加わ刀α舟Cαわγど　　　　こガクリタケ

254㌢叩頭飢玖　　　　　　　　フミヅキクケ属

26血0秒∂β加わα　　　　　　　　キイロア七夕ケ

27血0りわβαごね和頭0m　　　　　カブラアセタケ

28血叩庇申．　　　　　　　　　　ア七夕ケ属

29　Coブイあα7滋路ぶぴあαJあ0かわおα手打

ウスムラサキフウセンタケ

30　Co姥〝αγ〝∫∫αわ7′

ムラサキアブラシメジモドキ

31Coγめ‡αγあざ申．　　　　　　フウセソタケ属

32j視0頗め・肋∫ぶね〟叩頭βγαざ

ミイノモミウラモドキ

33j視od坤毎・肋∫αα770乃などプ′

コソイロイッポソシメジ

34風払和郎が肋＝昭椚滋

35月ゐodゆめ・肋∫申．

ー　5　－

キイボガサタケ

イッボンシメジ属



36助言肋∫C〟払方　　　　　　　　　　サケバクケ

37ざれろ言わ刀砂Cgg∫g桝かはあ∫　　　　コオニイグチ

38A那加南海お目感涙細野　　オオヤシャイグチ

39月0おお肋∫0おα‘乍COCCわ紹〝∫　ミヤマベニイグチ

40Q′ク噌07Ⅶ∫Cが血刀β〟∫　　　　クリイロイグチ

41匂・γ坤0γ〟ざわク威砂∫ガdおお路

クリイロイグチモドキ

42f物′晦タロ和ぎ∂ggお　　イロガワリキヒダタケ

43jおmCO刑〟∫鴎

44及地政り毎鹿和郎

45乃句〆あざ乃な7頑）〟痩〝柁〝ざ

46乃和好触Ⅷ鱒角地狐

47乃句があぶ鴎

48励脚通用妙ぬ冊

49月〟Sざ〟bpgCだプ∽わ血？

50月3‘∬〟わざ0㌢pr由

52j？〟ざ∫多‘おα路0α柁0おお

53励騨血α政明桓ゐ

54月zJ∫∫多‘わ7℃ぶαCgα？

55兄舶㍑虎魚釧胱液肥滋

56月〟∬〝血刀β0g刀7gだCα

アワタケ属

コウジタケ

クロニガイグチ

ニガイグチモドキ

ニガイグチ属

クロハツ

二七クサハツ？

キチャハツ

ヒビワレう／ロハツ

カレバハツ

ヤプレべニタケ？

ヒナべニタケ

ドクべニダマシ

57劫お∬血鴎　　　べニタケ属（クサハツ節）

58エαCね：γあざ鰐γα畑だ　　　　　クロチチダマシ

59エαCぬめ∫βⅦCf払　　　　　アシボソチチタケ

57エαCね滋は鴎．　　　　　　　　チチタケ属

60C血が〟偽∽Cプ永由お　　　　　　　　力レユダタケ

61Ckが〟偽∽α刀7g物∫めZOfd打

ムラサキホウキタケモドキ

62才おお‘7玩αあゆαfg∽　　　　　　カソゾウタケ

637Ⅵg毎加和郎．　　　　　　　　イボタケ属

64劇痛′如γ㍑ぶ加古gmgねγ？　　タマチョレイクケ？

65j〕殉少0mgαねgo加わ〝∫　　　　　ハチノスタケ

66漉cr坤0乃J∫ノ蝕みgJ埠b和め　　　　ウチワタケ

67ヱ）抑血妙吻坤Ⅶ相加は肋おチョレイマイクケ

68エαβ埠口和ぶ〃β作毎〉0和ぎ

69ヱ）αg血7g喀血∫砂川Cね∽

70q′血刀砂Cgぶ．侮∫C㍑∫

715‘Cね和dβ77搾αα柁∂おお‘刀7

72Scね′Odの乃αJ勉が血刀バ

73gc由相加γ〝αC密α

74飽odgc如乃gmCggβ

75丁稚7g地政

76At‘7壷血γおかかかgcゐα

77月毎坤柁肋日掛

78Coプ均′C密∫乃〟血刀ぶ

ヒラフスべ

エゴノキクケ

ワヒダタケ

ヒメカタショウp

ウスキニセショウロ？

タマネギモドキ

カゴタケ

シロキクラゲ属

第276回例会　橿原神官採集会

1990年7月29日（日）晴れ　43名参加

世話人代表：衣田雅人

場所：奈良県橿原市橿原神官（シイ・カシ林）

奈良，大阪，京都，滋賀の4府県から43名が参

加し，シイ・カシ林のきのこを採集した。採集さ

れたきのこは以下のリストに示す39種類であっ

た。今回の採集は前日までの降雨量が少ないため，

きのこの種類や発生量が少なかった。（衣田雅人）

採集品リスト

1エβ邦だ〝α∫麺滋お〟∫　　　　　　　　マツオウジ

2A∫由γ坤血相かC噌β摘of血S　　　　ヤグラクケ

3エαCのγわがかZαCβ0αぴgJb乃gα　カレ′べキツネタケ

4AプⅥ7才JわrfgJbお古甜Cの彷　　　　ナラタケモドキ

5エ紺C噌α方言肋∫∫密ね乃かわ乃αぬ

ムレオオイチョウタケ

6　0才‘（ね∽αプびわgbプⅦdfcαね　　　　　　　　ツユタケ

7A771α乃地が頑乃αおvaL力めαカバイロツルタケ

8Amα乃地頭ゐざαCgα

9A77∽乃才おα花q粒ZがおCgのざ

105か加fJの7砂CβgCO7号布ざ〟ざ

115加わ才物cg∫gβ∽毎夜血∫

12月0ねね偽路β刀叩de岱ね

13物和声0m∫∂β肋路

14月0ね加∫作だC〟わ〟ざ

15劇痛血い椚猫埠都

16劫ねた路カⅥねクⅦぴ

17点〟ござ以Jαdggfcα

18j～〟∬〟お頭β乃fcα

19月〝∬〟おdgm的Jgα

20月〟gg〟おco刀坤αCお

21月∽ざ加わ砂α乃肱の7娩α

22月毎ざ∫〟わびβ∫αZ

23月〟ござ〝血刀7αプ′わβ

24月〟∫∫〝おCαぶお花呼ぶ揖ゐ

25点る拓∫〟わプつぶαCgα

26点描都政日掛　べニタケ属

ヘビキノコモドキ

キウロコテングタケ

オニイグチモドキ

コオニイグチ

キクバナイグチ

キヒダタケ

ヤマドリクケモドキ

キアミアシイグチ

コウジ・タケ

シ’ロ／ヽツ

シロハツモドキ

クロハツモドキ

アカカバイロタケ

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイコべニタケ

カレバハツ

ヤプレべニタケ

（クサハツ近縁種）

27励騨ぬ申．ベニタケ属（キチャハツ近縁種）

28j23が〟あゆ．　ベニタケ属（クサハツ近縁種）

29エαCおプ克ぶざ〟妙車emお　　　ツチカプリモドキ

アラゲキクラゲ　　30エαCおプ克gge7℃7滋だ

ビョウタケの仲間　　31Cα乃娩α陀仏路砂．

カメムシタケ　　32即αプⅧ怨cr毎〉α

79CoゆC砂ざ鴎．　　　　　　　冬虫夏草の仲間　　33f均如γ㍑gg〟α乃紺∫〟∫？

－　6・－

クPチチダマシ

アソズタケ属

ハナビラタケ

アミ　ヒラタケ？



34且粛Cγ頑0乃描．放ろgg材bmlゐ　　　　ウチワタケ

35乃竹花卸∂門応Cわ乃ααγわび　　　　　　シュタケ

36Coガ0あほかgγざた0わγ　　　　　　　　　カワラタケ

37Gα乃Odg乃プ乞α血C血刀7　　　　　　マソネソタケ

38且的南蛮α頑きぬ乃αお　　コフキサルノコシカケ

39　0乃乃由がαgおお アズマタケ

第277回例会　大山採集会

省略（第8号に報告済み）

第278回例会　箕面公園採集会

1990年9月2日（日）晴れ　48名参加

世話人代表：上田俊穂

場所：大阪府　箕面市箕面公園（シイ・カシ林）

昨年は豪雨の中で，今年は8月初めから引き続

く猛暑と早天の中での採集会であった。ハラタケ

目のきのこは殆ど発生しておらず，ヒダナシタケ

類が中心であったが，それも少なかった。収穫が

少ないことを予想して前日に急きょ準備した長田

武正先生の「学名の話」をもとに，上田が30分姪

ど喋ってしのいだ。　　　　　　　（上田俊穂）

採集品リスト

l j〕脇机廠再融血欺加お

2エβ乃幼〟∫毎滋おば

3A∽α乃ブね鴎

テングタケ属（ヘビキノ

4A7乃α乃言わ鴎

5励おお∫鴎

65■血相〟刀7妨

7教わわんば申gCお如ゐ

8且館cr坤β乃Jg．伽加明丹珊滋

90勧Or〟ぶ砂丘和Jg〟C〟∫？

10COめ滋お顔β乃とお〝∫

11Co肋′gCαかば才お

127ね〝紹ね∫鴎

13　Coガロわざがgmfcoわγ

14Cgm乃αα乃gcoわr

157娩勿血刀α鋸β飯〝ガ乞

16ヱ）αβ血ねゆめかgcOわγ

17m′〟乃CO郎0和β戊γひね〟Gα

18盈脾和細れ油壷血

ウスヒラタケ

マツオウジ

コモドキの近縁種）

テングタケ属

ヤマドリタケ属

ウロコタケ属の一種

モミジウロコタケ

ウチワタケ

オシロイタケ？

ヒメカイメソタケ

ヒメオツネソタケ

シロアミタケの近縁種

カワラタケ

ミダレアミタケ

シハイクケ

チャカイガラタケ

ウズラタケ

ツガサルノコう／カケ

19塾刀7β乃OC勉gね7傷みなあ70∫α

20q′Cわ刀砂Cβ∫カばCZf∫

エビウロコタケ

ワヒダタケ

21月なggg飯〝ざ衰ね揖　　　　　　　　ネソドタケ

227ねmgJ肋ノ加わcgα？　　ハナビラニカワタケ？

第279回例会　上賀茂試験地採集会

1990年10月14日（日）小雨　56名参加

世話人代表：加藤景生

場所：京都市北区　京都大学農学部附属演習林

上賀茂試験地（マツ林）

採集品リスト

1f，由〟相加∫05わでα加∫

2Cα〝7α頑勿′肋∫♪和お那ね

a C（Zmαプ′坤勿′肋　血の乃〝∫

4伽砂わβCO乃fcα

5伽砂∂βα重ねおお

6伽町方βα〝相方ぬ

7触りゐβおgお

8エαccαγぬαガ7g物ぶねα

9エαccα′ぬ鋸cOわγ

10エαccα7滋ZわCαZぬ

11エαCGαγおびわαCgOα関わ乃gα

12C地顔勘極印冊

13升摘血制卸元郡眈邪

14Armfgお7滋gkわあβ∫Cgプぴ

1507プ車ゐα伽α密gcめげ血刀7

16Ggm乃gmα力み加わ

17f甑′仰しっ・抽版か．り鹿JJJ

18Co物′あわ占〟かmCgα

19C坤如ゐ動的免疫邪

20CO砂あわ鴎

210〟くね桝の岱gggわ7㍍dぬZね

22C痴顔畑山砂地ぬ

23物cg乃α邸あわαおお

24物cg〝α♪〟和

25物Cβ77α鴎

ヒラタケ

ハダイPガサ

ハイムラサキガサ

アカヤマタケ

トガリベニヤマタケ

ヒメダイダイタケ

ナナイロヌメリタケ

ウラムテサキ

オオキツネタケ

キツネタケ

カレバキツネタケ

コカプイヌシメジ

サマツモドキ

ナラタケモドキ

ヒダサカズキクケ

ヒナノヒガサ

スギヒラタケ

エセオリ　ミキ

アカチャツユタケ

モリノカレバクケ属

ツユタケ

ニセホウライタケ

クヌギタケ

サクラタケ

クヌギタケ属

26肋7℃∫mあぶ鴎　　　　　ハリガネオチバタケ

27A乃α乃お力わあ8gα　　ヒメコナカプリツルタケ

28Aプ乃α77才おγ頗777場面gα

カ／ベイロコナテソグタケ

29Amα乃ブね♪α乃蕗β血　　　　　　テソグタケ

30A刀α乃おがαg飯αおvar．力めα

カバイロツルタケ

31Aク乃α乃加わプ癖かおおクマゴテソグタケモドキ

32Aナ花α乃ねびわっざα　　　　　　　　ドクツルクケ

33A刀α乃おか純血如痩勿′γゐコテソグタケモドキ

34A抑抑元日血加血　　　　　　　フクPツルタケ
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35A772α乃肋77g00が0才（ねα

36血相痛…毎血涙お

シロテソグタケ

シロオニタケ

37A肌抑勉α漁戒f．γ05g0蕗7Cお

ササクレシロオニタケ

38A刀7α乃地頭．　　　　　　　　テソグタケ属

39Agαγαばαわ頑滋〟肋路　　ウスキモリノカサ

40A邸ク血防砂　　　　　　　　　ハラタケ属

41乃α物7℃7おがβ加地α　　　　　　　ムジナタケ

42月戒勿朋此日掛戒沼奴昭　　　　　イタチタケ

43凸α動作7お節WCf払　　　　　　　　ナヨタケ

44f免0gゐお頭〟名吟05α　　　　　　キナメツムタケ

45肋βゐ〝乃β7℃刀WCgg刀川お古古め

セソボンイチメガサ

46血叩8g鴎　　　　　　　　　　アセタケ属

47Co摘乃α壷∫かゆZγαgCgが

カワムラフウセソタケ

48COク勃αわ〟ggαわγムラサキアブラシメジモドキ

49Co畑作αγあぶがゐねce鋸∫

50Gym7叩かぬざ和才かオ鮎β

51蝕J抽／∫‘さか・両肌肌用五郎Jざ

52伽頑而肋椚価御

53Cか明野頑励路用戯お

545■わつみ才如才ぴCg∫COプ見物∫〟ざ

55月0おお偽給gm0dg乃∫ゐ

565‘〟fJ血∫〆C加5

57助偽路　αわCわ〟∫

5S57／J〃〃∫JJ／抽J如／∫

595－才‘才gねぶた血〟∫

ムラサキフウセソタケ

チャツムタケ

ニワタケ

オウギタケ

クギクケ

オニイグチモドキ

キクバナイグチ

ベニハナイグチ

シロヌメリイグチ

ヌメリツバイグチ

ヌメリイグチ

60助gg肋580〃飯〝∫

61劫九g印加7gお∫7㍍ガβ乃gggg

62月0由わざ相方α‘おおざ

63乃句弼お肌如那

64乃頗繭侶紘肋戒

65エgccか〟刀　民地で刀わ7′ね乃おお

66月〃ぶ5才‘7α乃　てGα乃5

67j2才上古∫多血dg乃∫的〟α

68月乙はぶぴα刀αγ血β

69励那加川血的お

70月乙は∫祝αだαCgα

71点描ざ血印閥だCα

72j？〟ざ∫〟gα古の堺Z乃βα

73jわざ∫〟kj玖

74エαC如才′おば百㍍feおば

75エαCおγ〟gCゐッざ0〝如〟∫

76エαCお滋ば　αな〟血鮎

77エαCねγわは洩

アミタケ●

キイロイグチ

ヤマドリタケモドキ

ミドリニガイグチ

キニガイグチ

アカヤマドリ

クロハッ

クロハツモドキ

ニオイコべニタケ

ケショウハツ

ウスムラサキハツ

ドクべニタケ

チシオハツ

べニタケ属

チョウジチチタケ

キチチタケ

ハッタケ

チチタケ属

78Cα助α相加ぶ　所仇d蕗〟的γ〝ゐ

ミキイロウスタケ

79C（2乃娩α作g肋∫加わoco刀川∫トキイロラッパタケ

80CbVαγわか坤〟γぞα

81月α刀α滋申．

82Goプクゆゐ〟ぶ．約Cの古狐

835■ね柁坤∫お古〟7滋α77〟ガ乞

845α7′CO（わ乃gC（Za和ぎ〝ざ

855血相〝〝7ゐあっ〟お肌

86動地仰臥娩融加お

87かαgdα由呼ぶゐ♪疹疹γ柁α

885－CねγOdg門のααγ即われ〝2

89gcお印de77搾α．勉が血刀7

90jつな07g娩〝ざめ乙Cわク′払ぶ

91Cα加わ〃α卸0雅た乙の乞

92Ggα古か7〃拍α広島刀3

93Cαねα肋CⅥ作的γ〝ゐ

94包′C噌跳ね乃pgrk由雄3

95包，C坤βプ血77亜αdfcg〟刀3

ムラサキナギナタタケ

ホウキタケ属

ウスタケ

ハナウロコタケ

ケロウジ

キウロコタケ

ハチノスタケ

ミイロアミタケ

ヒメカタショウロ

ウスキニセショウロ

コップタケ

クチべニタケ

ヒダフクロツチガキ

ノウタケ

ホコリタケ

キホコリタケ

96ag〟血cOわざぶCゐgggg77占卯苫勿β　　　サソコタケ

97朗血幽卿Ⅷ卯血閻通　　　アカショウロ

98m昭刀相加舟だαCgα　　　ハナビラニカワタケ

99勒α娩〝おプ克．伽加血　　　　　　　へラタケ

100エβ0払zg〝加′gCαf．お古汚∽　　　　　ズキソタケ

第280回例会　岩倉（尼吹山）採集会

1990年11月11日（日）晴れ　57名参加

世話人代表：相良直彦

場所：京都市北区岩倉尼吹山（マツ林）

今秋はじめての寒波のあとの晴天下，参加者多

数。おもな収穫はショウゲソジ，キチチタケ，オ

オキツネタケ，イロガワリフウセソタケ，キシメ

ジ（？），イPガワリシロハツ，ケロウジ，クP

カワ，マックケモドキ，マックケなど。例年より10

日あまりも季節の進行がおくれている。

マックケが獲れたのは御同慶の至りだが，本来

のマックケの季節には入山できないこと（ナワは

法的根拠を示す），マックケを採る目的でこの地

にやってくる人がこの会からあらわれるようであ

れば，ここでの採集会はおこなえなくなること，

そのようなことがあれば，山林所有者と京大との

間で過去45年にわたって築かれてきた信頼関係が

こあきれて菌類研究ができなくなること，などを

知っておいていただきたいと思う。（相良直彦）
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採集品リスト

1エαccαγおろぬつねγ

27毎C加わ刀α一侮胱戒ね俗

37毎虎βわmα如鹿乃わざα刀7

47毎C加わ刀α刀払mr〟刀乞

5：乃′如血肋”毎画期

6　m′gc加わ∽α和み〟ざお肌

77ウノgc加わ∽α刀子αね〟お点β

8　7毎C加わ刀α3応おお

97毎C加わク乃α鴎

10月払肌喝伽耽り朋東野俗

110〟（ねの7αmggJぬ7℃dfcαわ

12A刀α乃わ鴎

13乃α物柁g血∽72血JJね77α

14Aなg∽αわ血刀乞αノおdα血相

15j？αブね∫C頑β和お

オオキツネタケ

キシメジ

シモフリシメジ・

43エの彷オねざるgf〟だ乃α

44m′fcゐ（砂お肌αあわ血沈乃1

45月7g　αα鹿鹿ααあぶお

46ダ刃物かお頭dcoお

475■cJgク℃dgクで柁ααγgOおお〝乃

ハエトリシメジ　　48♪花oggcねびねg妨α

ネズミシメジ

マックケモドキ

マックケ

カキシメジ・

キシメジ属

スギヒラタケ

ツユタケ

テソグタケ属

イタチタケ

ニガクリタケ

ショウゲソジ

16Cの勃αガZJgr〟∂fc〟77あわ∫

イロガワリフウセソタケ

17Co汚れのイ〟5∫ゐな〝β那ゐ　アサクラフウセ∴／タケ

18Coわあα滋路かβ多血∫αわγ　　　ヌメリササタケ

19　Co血のおおびわは∫

サザナミツパフウセンタケ

20ヱ）β川70α∂g鴎

21月如d坤わ・肋ざ鴎

22Go〃ゆゐfd血∫和∫β〟5

23助fJゐ‘∫加わるきざ

245‘〟肋路わび玩；∫

25j？〝∬〟血刀7βわCゐ叩α

26月〟∬〟血刀gOgガ7gだCα

27エαCわγ〟∫∫〟ねβお相手路？

28エαCねγ〟∫Cありは077強β〝∫

29Cわび〝肋坤血刀吻′α∂βα乃α

30C加血仰笹抄舶地

315勧一ど〃〃き了はゆ痛〃JJ

32砂刀7g乃OCゐαgおお∂αCあそα

33乃純血7gγ〟gゐ′∫α〟柁〟ざ

34qげだ成密如閥Cαごね乃β〟ざ

35劫め‡〝〃27′ゆα乃血刀7

36薫り功名〝〝l鴎S．1．

375αrCO血乃SC（Zわ℃5㍍

38劫あわ夕∫ゐgβ〟CO刀7g払

39A乃αわでJお0ぴあ7〟∫

40動地晰那ぬぬ加お

4107な坤0柑ぶ坤ゐ和ゐ〝α∫

42Gわβ噌毎・肋刀7∫密グαク血刀7

ササタケ属

イッポソシメジ属

オウギクケ

ヌメリイグチ

アミタケ

イロガワリシロハツ

ドクべニダマシ

ケシロハツモドキ？

キチチタケ

べニナギナタタケ

フサヒメホウキタケ

チウロコタケ

タバコウロコタケ

キシワタケ

オオウ／ワタケ

カノシタ

広義のカノシタ類

ケロウジ

クロカワ

ニソギョウタケモドキ

ハチノスタケ

オシロイタケ

キカイガラタケ

カイガうタケ

シハイクケ

ヤケイロタケ

ツガサルノコシカケ

ヒメカタショウロ

ヒメカソムリタケ

49COゆC密5申．　　　　　ミチノクタソポタケ

50匂C喝Wgα密fdg乃血椚 マメホコリ

第281回例会　スライド大会

1990年12月16日（日）　65名参加

世話人代表：上田俊穂

場所：京都市左京区　田中神社

1．挨拶　書見昭一

2∴柳沢美恵子

子嚢菌叛のきのこのスライドとその分離培養

アラゲコべニチャワソタケ，ロクショウグサ

レキソなど

3．深田善樹

朝日の森で行なわれた幼菌の会合宿，きのこ鍋

のようす

オオシビレクケ，ショウゲソジなど

4．服部力

北海道と小笠原のきのこ
シミガタセソベイタケ，オオカボチャタケ，

シュタケ，ニセキツネノカラカサ，スズメタ

ケ，ヤコウタケ，ヨツデタケなど

5．橋本敏弘

いろいろな薬用効果のあるきのこ

ホウズキクケ，イカタケ，ヒトクチタケなど

6．松井英幸

福島県でのすぼらしいクモギクケの群生を始

動　三井寺，橿原神官，箕面などの各採集会や

伏見稲荷で見られたきのこ

ウツロイモクケ，オオヤシャイグチ，クモタ

ケなど

7．佐々木久雄

滋賀県野洲町で見られたハルシメジを始めとし

て，京都御苑や朝日の森で見られたきのこ

チャクマゴタケの白色型，シワカラカサタケ，

ドクカラカサタケなど

8．加藤重博

英国で見られたきのこ
べニテソグタケ，ヤマドリクケ，イグチ類な

ど

ー　9　一



9．書見昭一

西表島で見られたきのこや地下生菌，腹菌頬

タイワソクチべニタケ，ヒジリタケ，イリオ

モテクマゼミタケ，カソザシセミタケ，チビ

ホコリタケ，クラマノジャガイモタケ，など

10．藤田博美

アカマツ林で見られるきのこ

マツタケ，ニセマックケ，ホソシメジ，シロ

シメジ，ブクリョウ，ショウロ，コウタケ，

シャカシメジ，シロクモギクケなど

11．本郷次雄

早池蜂山のきのこや植物など

ヒョウモソウラべニガサ，クロヤマイグチ，

ニオイオオクマシメジなど

12．山中勝次

冬虫夏草と培養されているきのこ

ミソミソゼミハリセソポソ，アリタケ，クチ

キクソボタケ，ヒラタケ（白色塾），トキイ

ロヒラタケ，ツバヒラタケなど

13．山東英幸

和歌山のきのこ

モエギアミアシイグチ，バカマックケ，チャ

モエギクケなど

14．大西裕司

三井寺や大山の採集会や乾賀大構内竹林で見ら

れたきのこ

カゴタケ，カソゾウタケ，ホソネヒトヨタケ，

シビレクケ属（新産種）

15．森本繁雄

伏見稲荷や大山で見られたきのこ

コフキクロツチガキ，カキシメジ，キソチャ

フウセンタケ，クビオレムシタケ，エビタケ，

アシナガタケなど

16．佐野修治

京都御苑のきのこ
ハイイロシメジ，キクラゲ，クマゴタケ（白

色塾）

17．村上康明

ローザソヌを中心としたスイスのきのこ

シバフタケ，オニイグチ，アシべニイグチ，

ヤマドリタケ，クマゴテソグタケ，べニテソ

グタケ，二七ショウロなど

（注）世話人等の敬称略

きのこ質問箱

G．私はいままできのこの名前を調べる際，も

っぱら外見的な特徴のみによって，種を決めてき

ました。顕微鏡を見たとしても，胞子の観察程度

しか行なっていません。こんなことですから，同

定できる数も多くなく，いつももったいない気拝

でいっぱいになります。

そこで，これから少しずつ顕微鏡を使った観察

について勉強していかねばと思っています。とこ

ろが，私の持っている一般書店で売られている図

鑑等では，様々な試薬の作り方，その使い方，ま

た，きのこのどの部分を観察すればよいのかなど

がどうもよくわかりません。このようなことをく

わしく書いた本などはありませんでしょうか。

また，図鑑等で同定できなかったため同定を依

頼する場合，採集者がしなければならないことは

どんなことでしょうか。　　　（奈良県M．0．）

A．原色日本新菌頸図鑑には，試薬についてや

顧敏鏡観察についての解説がありますが，初心者

には多少わかりにくいかもしれません。手取り足

取りの親切な解説が紹介されているものは，日本

にはないと思います。顕微鏡観察についての解説

や試薬の使い方が詳しく載っている本としては，

HOW TOIDENTIFY MUSHROOMS TO

GENUSIII：MicroscopicFeatureS

著　者：DavidLargeutその他

発行所：MadRiverPressInc．（約2000円くらい）

を紹介しておきます。

どんなふうにきのこを切って，どこを観察すれ

ば，こんなものが見えるということが，園や写真

ー10　－



入りで説明されています。また，どんな試薬をど

のように使えば艮いかなどが書かれています。

きのこを本格的に勉強し始める時にはちょうど

良い本だとおもわれますが，ふたつ気になること

があります。ひとつは英語で書かれていることと，

もうひとつは日本の一般の本屋では売られていな

いことです。

手に入れるためには，いわゆる洋書を扱ってい

る本屋に注文を出すか（少々高くつく），自分で

外国の本屋に注文を出して購入するかしかないの

です。

もうひとつの質問はいろいろな条件で答えが違

うようなので，生のきのこを観察・記録した後，

乾燥標本にして依頼する場合という設定で述べさ

せて頂きます。というのも，生のきのこを突然送

られて困った，またそれが腐敗していて，処置に

困った。●という話をよく耳にするからです。腐っ

たきのこを送るのは同定をお願いする方に対して

失礼になるのは当然です。また，何の前触れもな

く送られて来るのも，迷惑なものです。事前に了

解を取ることを忘れないようにしましょう。

さて，通常，きのこは乾燥標本にすると新鮮な

時と全く違った状態になってしまいます。そのた

め，同定の依頼者は新鮮な時の色の変化，味，臭

い，試薬による呈色反応などをしっかり観察・記

銀しておくことがたいへん重要になってきます。

また，その際，精密な描画，或いは明快な写真が

有ればたいへん有効です。

また，図鑑に書かれているような観察のポイソ

トは必ずもらさず記録して下さい。熟練者でも乾

煉標本だけを見て，種を決定できることは多くな

いようです。

なお，最も有効な手段としては毎月の採集会に

持参して，名前を教えてもらうというのがよいと

思われます。

G．外国から書籍を購入するには，どのように

すれば良いのか，教えて下さい。（京都府M．H．）

AI　一番安価な方法としては，直接その本の出

版元へ手紙を書いて注文するのが良いと思われま

す。英文が苦手な方にはその文例集などが出版さ

れているので，参考にして下さい。

それが面倒な方には，『Krypto』とか『Koeltz』

などのカタログを見て注文を出して，購入するか，

日本では『グリーソブックス』という会社があり，

やや割高ですが日本語で注文できるので安心だと

いうかたにはお勧めします。

どの書籍輸入代行業といわれる会社にも，カタ

ログの類がありますので，まず，そのカタログ請

求からする必要があるでしょう。

以下に今，紹介した代行業の会社の連絡先を紹

介します。

①会社名：Krypto

あてさき：CH－9053，Teufen，Switzerland

（∋会社名：KoeltzScienti五cBooks

あてさき：P・0．Box1360，D－6240Koenigs－

tein－Ts，Germany

⑤会社名：グリーソ洋書株式会社

あてさき：〒210川崎市幸区塚越2－260

きのこ西東

コソピューターで学名の入力を省力化

関西菌類談話会編集委員会と幼菌の会事務局で

は，「原色日本新菌類図鑑」と「山渓カラー名鑑

日本のきのこ」で紹介された和名及び学名約1500

種を収録したデータベースを完成しつつある。

従来，学名をリストにする時には，ワープロで

作成されることが多く入力ミスもかなり頻繁に見

られた。このデータベースを利用すれば，省力化

と共に入力ミスを減らすことが可能。和名を入力

することで，データベース内に納められている学

名等をアウトプットできる。

98シリーズのアプリケーショソソフト『桐』で

扱えるデータとして収録されたが，もちろん

『d－BaseIII』や『TheCard3』など市販のデータ
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ベースソフトやカード型データベースソフトの

データとして加工，再利用することは可能。採集

した菌類のリストを作成する時や標本管理などに

威力を発揮する。

また，『きのこ番号』というものが入力されて

いるので，原色日本新菌類図鑑で採用されている

菌群の整理の順に整列されたリストの作成ができ

る。1991年5月15日の段階で約9割の入力が終了

している。

問い合せは郵便で関西菌類談話会編集委員会ま

で。なお，今号の採集リストはこのデータベース

を利用して作成された。

会報バックナンバーの頒布に
ついてのお知らせ

会報のバックナソバーが少し残っております。ご

入り用のお方は，下記の蓑をご覧になり必要なもの

の品番と部数を，はがきで事務局へおしらせ下さい。

先着順に現品と請求書をお送りいたします。

関西菌煩談話会会報のバックナソバー
1部200円　　　　（すべて8ページ）

関西菌頸談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌類談話会会報
関西菌類談話会会報

関西菌煩談話会会報

関西菌類談話会会報

関西菌塀談話会会報

関西菌類談話会会報

No．1＝品番1

No．2＝品番2

No．3＝品番3

No．4＝品番4

No．5＝品番5

No．6＝品番6

No．7＝品番7

No．8＝品番8

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，囲，本誌忙関するご意

見などをお寄せください。
◇　園は黒イソクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペソは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集寮員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒612京都市伏見区深草西出町25－4

関西菌類談話会会報編集委員長

森本　繁雄

TEL．075－641－3729

編集委員：山中　勝次，井坪　豊明，田中千尋，
橋屋　　貢乱　丸西　清志，佐々木久雄

（順不同）

編集後記 

今号から12ページになりました。前号でいただいたアンケートを元に，会員のための会報をめざした結果で 

す。今後とも，会員の声をいかしたいと考えています。しかし，総会記録をコソパクトにするという目標が達 

成できませんでした。今後にご期待下さい。 

また，表紙にふさわしい菌類の絵や写真を募集します。今号の表紙のサイズで，お送り下さい。　編集委員長 
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